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戦
国
簡
に
見
え
る
「
鈙
」
字
お
よ
び
そ
の
関
連
問
題
に
つ
い
て
曹　
方 
向
キ
ー
ワ
ー
ド
：
戦
国
簡
／
上
博
楚
簡
／
鈙
／
陷
／
贛
一
、「
鈙
」
の
文
字
学
的
分
析
　
本
稿
は
、
中
国
の
戦
国
時
代
の
竹
簡
資
料
、
す
な
わ
ち
戦
国
簡
に
見
え
る
「
鈙
」
の
字
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
古
文
字
学
的
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。「
鈙
」
の
字
に
つ
い
て
は
、『
説
文
解
字
』
に
「
鈙
は
、
持
な
り
。
攴
に
従
い
、
金
声
な
り
（
鈙
、
持
也
。
從
攴
、
金
聲
）」
と
あ
る
が
、
伝
世
文
献
で
は
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
戦
国
秦
漢
の
竹
簡
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
関
す
る
字
形
が
存
在
す
る
。
　
「
鈙
」
の
字
は
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
以
下
、「
上
博
楚
簡
」）
の
第
八
分
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
命
』
の
第
三
簡
に
見
え
る
（
簡
文
は
後
文
に
掲
載
）
）
1
（
。
整
理
者
は
そ
れ
を
「
鈙
」
と
釈
読
し
て
い
る
が
、『
説
文
解
字
』
の
「
鈙
」
の
字
義
と
簡
文
と
が
合
致
し
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
は
同
じ
文
字
で
は
な
い
と
す
る
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
説
文
解
字
』
の
「
鈙
」
の
声
符
は
「
金
」
声
で
は
1
な
く
、「
攴
」
声
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
）
2
（
。
　
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
以
下
、「
清
華
簡
」）
の
第
四
分
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
別
卦
』
の
第
六
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
卦
名
「
」
は
、「
金
」「
攴
」「
心
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
字
で
あ
り
、
整
理
者
は
こ
れ
を
『
周
易
』
の
卦
名
に
よ
っ
て
「
咸
」
と
釈
読
し
て
い
る
）
3
（
。
『
別
卦
』
で
は
、
多
く
の
卦
名
が
「
心
」
に
従
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
革
」
は
「
」（
下
部
は
心
）
に
作
り
、「
随
」
は
「
」（
下
部
は
心
）
に
作
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
心
」
を
偏
旁
と
し
て
加
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
前
掲
の
『
別
卦
』
の
「
咸
」
も
、
明
ら
か
に
「
」
に
「
心
」
の
旁
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
整
理
者
が
そ
の
上
部
を
「
鈙
」
と
解
釈
す
る
の
は
、
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
漢
簡
に
も
「
鈙
」
に
従
う
字
が
見
え
る
。
例
え
ば
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
以
下
、「
銀
雀
山
漢
簡
」）
の
『
孫
子
兵
法
』
黄
帝
伐
赤
帝
（
一
七
六
号
簡
）
に
は
、「
武
王
之こ
れ
紂
を
伐
ち
、
遂
に
至
る
（
武
王
之
伐
紂
、
至
於
遂
）」
と
あ
る
。
白
於
藍
氏
は
、
こ
の
地
名
「
遂
」
と
『
国
語
』
周
語
上
に
見
え
る
「
耹
遂
」
と
は
同
じ
で
あ
り
、
伝
世
文
献
で
は
ま
た
「
戎
遂
」
と
称
さ
れ
る
、
と
指
摘
す
る
）
4
（
。「
戎
」
は
冬
部
に
属
す
。
形
声
文
字
の
一
般
的
規
律
か
ら
言
え
ば
、「
」「
耹
」
の
二
字
の
基
本
声
符
は
そ
れ
ぞ
れ
「
金
」「
今
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
侵
部
の
字
に
属
し
、
冬
と
侵
と
は
韻
が
合
う
こ
と
か
ら
、
通
仮
の
条
件
は
十
分
で
あ
る
。
も
し
「
攴
」
声
あ
る
い
は
「
耳
」
声
に
従
う
な
ら
ば
、
冬
部
の
「
戎
」
の
字
と
は
字
音
に
隔
た
り
が
あ
る
。
清
華
簡
『
別
卦
』
の
卦
名
か
ら
見
れ
ば
、『
説
文
解
字
』
の
「
鈙
」
字
を
分
析
し
て
「
金
」
声
に
従
う
字
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
は
、
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
金
」
は
見
母
侵
部
、「
咸
」
は
匣
母
侵
部
で
あ
り
、
字
音
は
か
な
り
近
い
。
上
博
楚
簡
『
周
易
』
と
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
周
易
』
の
中
の
「
咸
」
卦
お
よ
び
繋
辞
伝
の
「
相
感
」
の
「
感
」
に
は
、
い
ず
れ
も
「
欽
」
と
書
か
れ
て
い
る
例
が
あ
る
）
5
（
。
ま
た
、『
説
文
解
字
』
で
は
「
欽
」
は
「
欠
に
従
い
、
金
声
」
で
も
あ
る
と
し
、「
鈙
」
の
声
符
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
『
説
文
解
字
』
を
研
究
し
た
清
代
の
学
者
で
あ
る
段
玉
裁
・
桂
馥
・
王
筠
ら
は
、「
鈙
」
は
「
擒
」
の
異
体
字
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
2
戦国簡に見える「鈙」字およびその関連問題について
あ
る
学
者
は
「
鈙
」
と
「
擒
」
と
は
同
源
字
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
）
6
（
。
こ
れ
ら
の
解
釈
は
、
信
じ
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。『
広
韻
』
に
お
い
て
「
擒
」
と
「
捦
」
と
は
字
義
・
字
音
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
証
拠
と
な
ろ
う
。「
鈙
」
を
「
捦
」
に
作
る
の
は
、「
救
」
を
「
捄
」
に
作
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
（『
説
文
解
字
』
の
「
救
」
は
「
攴
」
部
に
属
す
る
が
、『
漢
書
』
で
は
し
ば
し
ば
「
捄
」
に
作
る
）、
ま
た
「
敭
」
を
「
揚
」
に
作
る
の
も
類
似
の
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
十
三
経
注
疏
本
『
尚
書
』「
明
揚
昃
陋
」
の
「
揚
」
は
、
『
説
文
解
字
』
古
文
、
お
よ
び
唐
巻
子
本
『
経
典
釈
文
』
尚
書
音
義
で
は
「
敭
」
に
作
る
）。
二
、
上
博
楚
簡
『
命
』
の
「
陷
諫
」
に
つ
い
て
　
続
い
て
、
上
博
楚
簡
『
命
』
の
「
鈙
」
の
字
義
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
簡
文
に
は
、「
斧
質
に
鈙
す
る
と
雖
も
、
命 
之
れ
敢
え
て
違
う
勿な
し
（
雖
鈙
於
斧
質
、
命
勿
之
敢
違
）」
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
鈙
」
は
「
陷
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
伝
世
文
献
や
戦
国
簡
牘
の
文
字
の
中
で
、「
金
」
声
に
従
う
字
と
「
今
」
声
に
従
う
字
と
が
通
仮
す
る
例
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
「
今
」
声
に
従
う
「
擒
」
の
字
と
「
捦
」
と
は
字
義
や
字
音
が
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
良
い
例
証
と
な
る
）
7
（
。
ま
た
、「
今
」
声
に
従
う
字
と
「
臽
」
声
に
従
う
字
と
は
通
仮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
説
文
解
字
』
に
は
「
啗
は
、
読
み
て
含
と
同
じ
（
啗
、
讀
與
含
同
）」
と
あ
る
。
ま
た
、
銀
雀
山
漢
簡
『
孫
臏
兵
法
』
備
勢
の
第
三
四
九
簡
の
「
陷
齒
戴
角
」
に
つ
い
て
、
整
理
者
は
「
陷
」
を
「
含
」
と
読
み
、
『
淮
南
子
』
兵
略
訓
の
「
含
牙
帶
角
」（
口
に
）
歯
が
あ
り
、（
頭
部
に
）
角
が
あ
る
、
の
意
）
の
例
を
証
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
、
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
）
8
（
。「
啗
」「
陷
」
は
い
ず
れ
も
「
臽
」
声
で
あ
り
、「
含
」
は
「
今
」
声
に
従
う
。『
釈
名
』
釈
飲
食
に
は
「
含
は
、
合
な
り
、
口
を
合つぐ
み
て
之
を
停
む
な
り
（
含
、
合
也
、
合
口
停
之
也
）」
と
あ
り
、
ま
た
『
釈
名
』
釈
車
に
は
「
銜
は
、
口
中
に
在
る
の
言
な
り
（
銜
、
在
口
中
之
言
也
）」
と
あ
る
。
学
者
た
ち
は
「
含
」
と
「
銜
」
と
は
音
義
が
近
く
、
同
源
字
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
）
9
（
。
3
「
鈙
」
と
「
銜
」
と
は
い
ず
れ
も
「
金
」
声
に
従
う
。「
銜
」
の
同
源
字
で
あ
る
「
含
」
と
「
陷
」
と
が
通
仮
す
る
以
上
、「
鈙
」
の
字
も
「
陷
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
条
件
を
備
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
金
」
声
に
従
う
字
と
「
臽
」
声
に
従
う
字
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
説
文
解
字
』
で
は
、「
欽
」
は
「
金
」
声
に
従
い
、
「
欠
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
る
。『
集
韻
』
に
は
「
欠
は
、
不
足
な
り
（
欠
、
不
足
）」
と
あ
る
。『
説
文
解
字
』
に
は
ま
た
「
欿
」
の
字
が
あ
り
、「
臽
」
声
に
従
い
、「
得
ん
と
欲
す
る
な
り
（
欲
得
也
）」
と
述
べ
て
い
る
。
後
者
は
『
集
韻
』
に
も
見
え
、「
欿
然
と
し
て
自
ず
か
ら
満
足
せ
ざ
る
の
意
（
欿
然
不
自
滿
足
意
）」
と
あ
る
。
段
玉
裁
は
、「
欠
は
、
倦
み
て
口
を
張
る
の
貌
な
り
。
之
を
引
申
す
れ
ば
、
乃
ち
欿
然
に
し
て
足
ら
ざ
る
が
如
し
、
之
を
欽
と
謂
う
。
…
…
欽
…
…
欿
は
皆 
双
声
畳
韻
字
に
し
て
、
皆 
虚
に
し
て
能
く
受
く
る
を
謂
う
な
り
（
欠
者
、
倦
而
張
口
之
貌
也
。
引
申
之
、
乃
欿
然
如
不
足
、
謂
之
欽
。
…
…
欽
…
…
欿
皆
雙
聲
疊
韻
字
、
皆
謂
虛
而
能
受
也
）」
と
述
べ
る
。「
欽
」「
欿
」
の
字
音
・
字
義
は
か
な
り
近
く
、
同
源
字
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
）
10
（
。「
欿
」「
埳
」「
陷
」
は
い
ず
れ
も
「
臽
」
声
に
従
い
、「
欽
」
は
「
金
」
声
に
従
う
こ
と
か
ら
、「
金
」
声
の
字
と
「
陷
」
声
の
字
と
は
通
仮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
前
述
の
よ
う
に
、
清
華
簡
『
別
卦
』
の
「
咸
」
卦
の
字
は
「
鈙
」
に
従
い
、
上
博
楚
簡
の
「
咸
」
は
ま
た
「
欽
」
に
作
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
金
」
声
の
字
と
「
咸
」
と
は
通
仮
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
伝
世
文
献
の
中
に
は
、「
咸
」
声
に
従
う
字
と
「
臽
」
声
に
従
う
字
と
が
通
仮
す
る
例
も
あ
る
。
例
え
ば
、『
楚
辞
』
七
諫
で
は
「
埳
軻
」（
ま
た
「
輡
軻
」「
坎
坷
」
に
作
り
、
い
ず
れ
も
「
カ
ン
カ
」
と
読
み
、
世
間
に
認
め
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
志
を
得
な
い
の
意
で
あ
る
）
と
あ
り
、『
文
選
』
古
詩
十
九
首
で
は
ま
た
「
轗
軻
」
に
作
る
。「
埳
（
輡
）」
と
「
轗
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
臽
」「
咸
」
を
基
本
声
符
と
し
て
い
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
鈙
」
は
「
金
」
声
に
従
い
、「
陷
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ
う
。
　
上
博
楚
簡
『
命
』
の
簡
文
の
「
陷
於
斧
質
」
の
意
味
は
、
肉
刑
あ
る
い
は
死
刑
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
場
合
に
は
直
接
4
戦国簡に見える「鈙」字およびその関連問題について
「
死
罪
」
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
）
11
（
。「
斧
質
」
に
つ
い
て
は
、
伝
世
文
献
で
は
「
斧
鑕
」「
鈇
質
」「
鈇
鑕
」
に
作
り
）
12
（
、
こ
れ
は
最
高
権
力
を
表
し
、
ま
た
誅
戮
の
刑
具
を
指
し
て
い
る
。『
戦
国
策
』
燕
策
二
で
は
、
蘇
代
が
斉
王
に
対
し
て
、「
臣
は
斧
質
の
罪
有
り
て
、
自
ら
吏
に
帰
し
て
以
て
戮
せ
ら
る
る
を
請
わ
ん
（
臣
有
斧
質
之
罪
、
請
自
歸
於
吏
以
戮
）」
と
述
べ
、『
史
記
』
万
石
叔
孫
列
伝
に
は
「
罪
あ
ら
ば
当
に
斧
質
を
伏
す
べ
し
（
罪
當
伏
斧
質
）」
と
言
う
。『
春
秋
公
羊
伝
』
昭
公
二
十
六
年
の
何
休
注
に
は
、「
鈇
鑕
は
、
腰
斬
の
罪
な
り
（
鈇
鑕
、
腰
斬
之
罪
）」（
腰
斬
と
は
、
罪
人
の
腰
か
ら
下
を
斬
り
は
な
す
刑
罰
の
こ
と
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
史
記
』
淮
陰
侯
列
伝
に
は
、
韓
信
が
連
敖
と
い
う
官
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
際
、
罪
を
犯
し
て
「
斬
ら
れ
る
べ
き
」
と
さ
れ
た
が
、
滕
公
夏
侯
嬰
に
赦
免
さ
れ
、
釈
放
さ
れ
て
斬
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、『
論
衡
』
骨
相
で
は
簡
略
化
さ
れ
、「
韓
信
は
滕
公
の
鑑
す
る
所
と
為
り
、
鈇
質
を
免
ぜ
ら
る
（
韓
信
爲
滕
公
所
鑒
、
免
於
鈇
質
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
罪
を
犯
し
て
「
斬
ら
れ
る
べ
き
」
と
い
う
の
が
、
実
は
「
陷
於
斧
質
」
で
あ
り
、
死
罪
を
免
ず
る
こ
と
が
「
免
於
斧
質
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
斧
質
」
と
同
様
に
、「
刀
鋸
」（
か
た
な
と
の
こ
ぎ
り
）
も
古
代
の
刑
具
で
あ
る
。『
国
語
』
魯
語
に
「
大
刑
は
兵
甲
を
用
い
、
其
の
次
は
斧
鉞
を
用
い
、
中
刑
は
刀
鋸
を
用
い
、
其
の
次
は
鑽
笮
を
用
う
（
大
刑
用
兵
甲
、
其
次
用
斧
鉞
、
中
刑
用
刀
鋸
、
其
次
用
鑽
笮
）」
と
あ
り
、『
宋
史
』
呉
及
伝
に
「
童
幼
何
の
罪
あ
ら
ん
、
刀
鋸
を
陥くわ
え
ら
れ
ん
や
（
童
幼
何
罪
、
陷
於
刀
鋸
）」
と
あ
る
。『
宋
史
』
の
成
立
時
代
は
比
較
的
遅
い
が
、
文
例
と
し
て
参
考
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
博
楚
簡
『
命
』
の
「
雖
陷
於
斧
質
、
命
毋
之
敢
違
」
の
意
味
は
、
後
世
の
い
わ
ゆ
る
「
冒
死
以
聞
」（
死
の
危
険
を
冒
し
て
諫
言
を
行
う
）
と
同
じ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
伝
世
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
先
秦
・
秦
漢
の
諫
言
を
行
う
例
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
諫
言
こ
そ
「
陷
諫
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
国
語
』
魯
語
の
「
上
陷
而
不
振
」
の
韋
昭
注
に
は
、「
陥
は
、
墜
な
り
。
君
に
過
有
る
を
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
身
の
墜
つ
る
を
知
り
、
斧
鉞
の
誅
を
避
け
ず
、
而
し
て
直
に
其
の
災
害
を
陳
ぶ
る
な
り
（
陷
、
墜
也
。
見
君
有
過
、
明
知
身
之
墜
、
不
避
斧
鉞
之
誅
、
而
直
陳
其
災
害
也
）」
と
あ
る
。
5
　
「
陷
諫
」
は
、
伝
世
文
献
に
見
え
る
「
五
諫
」
の
一
つ
で
あ
り
、「
戇
諫
」
あ
る
い
は
「
贛
諫
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
三
、
戦
国
秦
漢
簡
の
「
陷
」「
贛
」
お
よ
び
伝
世
文
献
の
「
戇
諫
」
に
つ
い
て
　
伝
世
文
献
に
見
え
る
「
五
諫
」
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
『
白
虎
通
』
諫
諍
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
こ
に
は
、
　
人
は
五
常
を
懐
い
、
故
に
諫
に
五
有
る
を
知
る
。
其
の
一
に
曰
く
諷
諫
、
二
に
曰
く
順
諫
、
三
に
曰
く
闚
諫
、
四
に
曰
く
指
諫
、
五
に
曰
く
陥
諫
。
…
…
陥
諫
と
は
、
義
な
り
。
惻
隠 
中
よ
り
発
し
、
直
ち
に
国
の
害
を
言
い
、
志
を
励
し
て
生
を
忘
る
。
君
の
為
に
身
を
喪
う
を
避
け
ず
。
（
人
懷
五
常
、
故
知
諫
有
五
。
其
一
曰
諷
諫
、
二
曰
順
諫
、
三
曰
闚
諫
、
四
曰
指
諫
、
五
曰
陷
諫
。
…
…
陷
諫
者
、
義
也
。
惻
隱
發
於
中
、
直
言
國
之
害
、
勵
志
忘
生
、
爲
君
不
避
喪
身
。）
と
あ
る
。
　
『
後
漢
書
』
李
雲
伝
の
李
賢
注
に
も
「
五
諫
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、『
白
虎
通
』
の
条
目
や
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
類
似
の
内
容
は
、『
説
苑
』
正
諫
、『
春
秋
公
羊
伝
』
荘
公
二
十
四
年
の
何
休
注
、『
孔
子
家
語
』
弁
政
な
ど
の
文
献
に
も
見
ら
れ
る
）
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（
。『
説
苑
』
正
諫
に
は
、「
一
に
曰
く
正
諫
、
二
に
曰
く
降
諫
、
三
に
曰
く
忠
諫
、
四
に
曰
く
戇
諫
、
五
に
曰
く
諷
諫
」
と
あ
り
、
何
休
注
に
は
「
一
に
曰
く
諷
諫
、
二
に
曰
く
順
諫
、
三
に
曰
く
直
諫
、
四
に
曰
く
争
諫
、
五
に
曰
く
贛
諫
」
と
あ
り
、
弁
政
に
は
「
一
に
曰
く
譎
諫
、
二
に
6
戦国簡に見える「鈙」字およびその関連問題について
曰
く
戇
諫
、
三
に
曰
く
降
諫
、
四
に
曰
く
直
諫
、
五
に
曰
く
風
諫
」
と
あ
る
。
そ
の
中
の
「
戇
」
は
ま
た
「
贛
」
に
作
り
、
こ
れ
は
通
仮
字
で
あ
る
。「
五
諫
」
の
項
目
を
一
覧
に
す
る
と
、
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
表
1　
「
五
諫
」
異
同
表
出
典
一
二
三
四
五
『
説
苑
』
正
諫
正
降
忠
戇
諷
『
白
虎
通
』
諫
諍
指
順
闚
陷
諷
『
春
秋
公
羊
伝
』
何
休
注
直
順
爭
贛
諷
『
孔
子
家
語
』
弁
政
直
降
譎
戇
風
　
以
上
の
各
種
の
「
五
諫
」
の
具
体
的
な
意
味
に
つ
い
て
は
、
清
代
以
前
の
古
注
で
は
、『
春
秋
公
羊
伝
』
何
休
注
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
が
挙
げ
ら
れ
、
徐
彦
の
疏
も
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
五
諫
」
に
関
す
る
記
述
の
異
本
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
の
各
文
献
の
古
今
注
釈
に
お
い
て
、
例
え
ば
清
代
の
陳
立
『
白
虎
通
疏
証
』
で
は
、
試
み
に
各
条
目
の
対
応
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
陳
氏
は
、『
春
秋
公
羊
伝
』
何
休
注
お
よ
び
『
孔
子
家
語
』
弁
政
の
「
贛
諫
」
は
、『
白
虎
通
』
の
「
陷
諫
」
で
あ
る
と
見
な
し
て
お
り
、
こ
れ
は
従
う
べ
き
で
あ
る
。
陳
氏
の
疏
証
で
は
、
　
『
後
漢
書
』
注
に
、「
陥
諫
と
は
、
国
の
害
を
言
い
、
生
を
君
の
為
に
忘
る
る
な
り
」
と
。『
国
語
』
魯
語
注
に
、「
陥
は
、
墜
な
り
。
君
に
過
有
る
を
見
れ
ば
、
明
ら
か
に
身
の
墜
つ
る
を
知
り
、
斧
鉞
の
誅
を
避
け
ず
、
而
し
て
直
に
其
の
災
害
を
陳
ぶ
る
な
り
」
と
。『
公
羊
』
注
に
「
五
に
曰
く
贛
諫
と
は
、
百
里
子
・
蹇
叔
子
な
り
」
と
。
案
ず
る
に
僖
三
十
三
年
伝
の
「
秦
伯
は
将
に
鄭
を
襲
7
わ
ん
と
し
、
百
里
子
と
蹇
叔
子
叔
と
は
諫
め
て
曰
く
、
千
里
に
し
て
人
を
襲
う
は
、
未
だ
亡
せ
ざ
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
」
は
、
是
れ
贛
諫
の
事
な
り
。
（『
後
漢
書
』
注
、「
陷
諫
者
、
言
國
之
害
、
忘
生
為
君
也
。」『
國
語
』
魯
語
注
、「
陷
、
墜
也
。
見
君
有
過
、
明
知
身
之
墜
、
不
避
斧
鉞
之
誅
、
而
直
陳
其
災
害
也
。」『
公
羊
』
注
、「
五
曰
贛
諫
、
百
里
子
、
蹇
叔
子
也
。」
案
僖
三
十
三
年
傳
「
秦
伯
將
襲
鄭
、
百
里
子
與
蹇
叔
諫
曰
、
千
里
而
襲
人
、
未
有
不
亡
者
也
」、
是
贛
諫
之
事
也
。）
と
述
べ
て
い
る
）
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陳
氏
が
『
国
語
』
の
注
を
引
用
し
て
「
陷
諫
」
の
「
陷
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
魯
語
の
注
の
「
不
避
斧
鉞
之
誅
、
而
直
陳
其
災
害
」
か
ら
見
れ
ば
、
古
代
の
人
々
が
述
べ
る
「
陷
諫
」
の
「
陷
」
は
、
上
博
楚
簡
『
命
』
の
「
鈙
（
陷
）
於
斧
質
」
の
「
鈙
（
陷
）」
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
に
足
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
戇
／
贛
」
と
「
陷
」
と
の
間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
陳
氏
は
論
じ
て
い
な
い
。
　
『
説
苑
』、『
春
秋
公
羊
伝
』
何
休
注
お
よ
び
『
孔
子
家
語
』
の
「
戇
／
贛
」
は
、
す
べ
て
「
陷
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
説
文
解
字
』
に
は
、「
顑
は
、
読
み
て
戇
の
若
し
（
顑
、
讀
若
戇
）」
と
あ
る
。
字
音
が
「
顑
」
と
近
い
「
戇
」
は
、
そ
の
声
符
は
「
贛
」
で
あ
り
、
古
文
字
で
は
も
と
も
と
「
竷
」
に
作
る
。
ま
た
、「
贛
」
と
「
咸
」
と
は
字
音
が
近
い
。
こ
の
他
、
陳
剣
氏
は
、
西
周
金
文
の
「
竷
」
字
の
右
側
は
も
と
も
と
「
丮
」
に
作
り
、
戦
国
簡
の
文
字
で
は
改
め
て
「
欠
」
に
作
る
の
は
、
義
符
を
改
め
て
音
符
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
）
15
（
。
ま
た
、「
竷
」
に
も
「
欠
」
声
に
従
う
字
と
通
仮
す
る
例
が
あ
る
。
　
『
詩
経
』
小
雅
・
伐
木
の
「
坎
坎
鼓
我
」
の
「
坎
」
の
字
に
つ
い
て
、『
説
文
解
字
』
は
「
竷
」
に
作
り
）
16
（
、「
坎
」
は
「
欠
」
声
に
従
う
と
し
て
お
り
、「
埳
」「
陷
」
と
も
と
も
と
同
源
字
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）
17
（
。
注
目
す
べ
き
は
、「
竷
」
は
「
今
」「
金
」
な
ど
と
通
仮
す
る
8
戦国簡に見える「鈙」字およびその関連問題について
可
能
性
が
あ
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
黔
首
」
の
「
黔
」
は
、
上
博
楚
簡
『
曹
沫
之
陣
』
で
は
「
竷
」
に
作
る
）
18
（
。「
黔
」
は
「
今
」
声
に
従
い
、「
鈙
」
の
異
体
字
で
あ
る
「
擒
」
が
「
今
」
声
に
従
う
こ
と
と
も
厳
密
な
対
応
関
係
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、「
咸
」「
欠
」
は
い
ず
れ
も
「
陷
」
と
通
仮
関
係
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
戇
／
贛
」
も
「
陷
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
九
店
楚
簡
の
日
書
『
建
除
』
の
中
に
は
「
竷
＋
天
干
」
と
い
う
固
定
の
辞
例
が
見
ら
れ
、
同
じ
あ
る
い
は
類
似
の
内
容
が
天
水
放
馬
灘
秦
簡
・
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
・
孔
家
坡
漢
墓
竹
簡
な
ど
の
戦
国
秦
漢
簡
牘
に
も
見
え
る
が
、「
竷
」
に
相
当
す
る
字
は
す
べ
て
「
臽
」
に
作
る
か
、「
臽
」
声
に
従
う
字
と
な
っ
て
い
る
）
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（
。
例
え
ば
『
建
除
』
第
十
三
簡
の
第
一
欄
に
は
、「
建
於
辰
、
竷
於
巳
、
於
午
、
坪
於
未
、
…
…
」
と
あ
り
、
睡
虎
地
秦
簡
の
文
字
で
表
す
と
、「
建
於
辰
、
陷
於
巳
、
彼
於
午
、
平
於
未
…
」
と
な
る
。
そ
の
中
の
「
・
彼
」
は
「
皮
」
を
声
符
と
し
、「
坪
」
は
「
平
」
を
声
符
と
す
る
。「
竷
」「
陷
」
は
い
ず
れ
も
談
部
疊
韻
で
、「
竷
」
は
渓
母
、「
陷
」
は
匣
母
で
あ
り
、
す
べ
て
喉
牙
音
の
声
母
に
属
す
る
こ
と
か
ら
、
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
竷
」
は
「
陷
」
の
同
源
字
で
あ
る
「
坎
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、「
陷
」
と
読
め
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、「
五
諫
」
の
中
の
「
戇
／
贛
諫
」
の
「
戇
／
贛
」
は
、
直
接
「
陷
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
『
説
苑
』
な
ど
の
伝
世
文
献
に
見
え
る
「
戇
／
贛
諫
」
は
、
宋
代
の
薛
據
、
清
代
の
孫
興
衍
が
編
纂
し
た
同
名
の
著
作
『
孔
子
集
語
』
に
も
見
え
、
文
字
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
孔
子
家
語
』
の
王
粛
注
の
「
戇
諫
は
、
文
飾
す
る
無
き
な
り
（
戇
諫
、
無
文
飾
也
）」
を
引
用
し
て
い
る
）
20
（
。
ま
た
、『
説
文
解
字
』
に
は
「
戇
は
、
愚
な
り
（
戇
、
愚
也
）」
と
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
措
辭
生
硬
」
（
融
通
が
利
か
な
い
こ
と
）
で
あ
る
。「
贛
」
は
も
と
も
と
「
竷
」
に
作
り
、
ま
た
「
陷
」
と
通
仮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
現
象
は
、
魏
晋
以
降
の
人
々
に
と
っ
て
す
で
に
馴
染
み
が
な
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
王
粛
以
降
の
学
者
た
ち
も
、「
戇
／
贛
諫
」
が
「
陷
諫
」
で
あ
る
こ
と
を
見
落
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
9
四
、
余
論
　
以
上
、
戦
国
簡
の
中
の
「
鈙
於
斧
鑕
」
の
「
鈙
」
だ
け
で
な
く
、
戦
国
秦
簡
の
文
献
中
の
「
戇
／
贛
諫
」
の
「
戇
／
贛
」
も
、
す
べ
て
「
陷
」
と
読
め
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
つ
の
語
が
異
な
る
字
形
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
の
は
、
戦
国
文
字
の
中
で
は
特
殊
な
例
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、『
周
易
』「
咸
」
卦
の
卦
名
は
、
上
博
楚
簡
『
周
易
』
で
は
「
欽
」
に
作
り
、
清
華
簡
『
別
卦
』
で
は
「
」
に
作
る
。
ま
た
、
楚
の
大
司
馬
で
あ
る
悼
滑
の
「
悼
」
の
字
は
、
包
山
楚
簡
で
は
「
・
・
」
の
三
種
の
字
で
書
か
れ
、
伝
世
文
献
で
は
ま
た
「
卲
／
昭
／
召
」「
卓
／
淖
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
）
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こ
の
こ
と
か
ら
、「
陷
」
が
戦
国
竹
簡
の
中
で
「
鈙
」
や
「
竷
」
な
ど
と
書
か
れ
、
ま
た
伝
世
文
献
に
お
い
て
「
贛
」「
戇
」
に
作
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
用
字
習
慣
の
改
変
は
文
献
の
抄
写
年
代
あ
る
い
は
成
立
年
代
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
お
そ
ら
く
『
説
文
解
字
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
詩
経
』
の
「
竷
」
の
字
は
「
古
文
」
で
あ
る
。
馬
宗
霍
氏
は
『
説
文
解
字
引
詩
考
』
に
お
い
て
、「
竷
」
字
に
つ
い
て
「
邵
晋
涵
は
坎
と
竷
と
が
同
音
で
あ
り
、
許
氏
の
拠
り
所
は
古
本
で
あ
る
と
言
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
古
本
」
と
は
『
詩
経
』
の
戦
国
古
文
字
の
写
本
を
指
す
。
　
『
説
苑
』
が
編
纂
さ
れ
た
際
に
用
い
ら
れ
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
古
文
字
の
写
本
を
含
ん
で
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
編
纂
者
で
あ
る
劉
向
は
「
中
古
文
」、
す
な
わ
ち
当
時
の
皇
家
が
収
蔵
し
て
い
た
古
文
字
の
写
本
に
触
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
劉
氏
が
校
定
し
た
『
易
』
『
書
』『
礼
』『
楽
』『
論
語
』『
孝
経
』
の
「
叙
目
」
で
は
、「
古
本
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
六
芸
以
外
の
典
籍
（『
管
子
』『
晏
子
』
『
戦
国
策
』
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、「
古
本
」
が
あ
る
か
ど
う
か
は
記
し
て
い
な
い
。『
説
苑
』
の
多
く
の
篇
は
い
ず
れ
も
先
秦
時
代
の
人
10
戦国簡に見える「鈙」字およびその関連問題について
物
や
歴
史
事
件
・
物
語
な
ど
を
記
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
資
料
の
中
に
古
文
字
の
写
本
が
存
在
す
る
可
能
性
は
、
完
全
に
否
定
し
が
た
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
た
だ
し
、『
孔
子
家
語
』
に
つ
い
て
は
、
状
況
が
さ
ら
に
複
雑
で
あ
る
。
宋
代
以
降
、『
孔
子
家
語
』
は
魏
晋
以
降
の
偽
作
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
偽
作
し
た
人
物
は
、
初
め
て
『
孔
子
家
語
』
に
注
釈
を
施
し
た
王
粛
、
あ
る
い
は
王
氏
の
弟
子
た
ち
で
あ
る
と
考
え
た
学
者
も
い
た
。
二
〇
世
紀
以
来
、
河
北
省
定
州
八
角
廊
漢
簡
、
安
徽
省
阜
陽
漢
簡
な
ど
の
文
献
の
発
見
と
研
究
に
よ
り
、
『
孔
子
家
語
』
は
王
粛
の
時
代
に
偽
作
さ
れ
た
書
物
で
は
な
く
、
漢
初
に
は
す
で
に
流
伝
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
22
（
。
し
か
し
な
が
ら
、『
孔
子
家
語
』
を
編
纂
す
る
際
に
使
用
し
た
資
料
の
中
に
先
秦
時
代
の
文
献
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
現
時
点
で
は
確
定
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、「
魏
晋
偽
書
」
説
が
払
拭
さ
れ
た
後
に
現
れ
た
新
た
な
課
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
　
本
世
紀
に
入
っ
て
も
戦
国
竹
簡
の
書
籍
が
陸
続
と
刊
行
さ
れ
、
研
究
が
深
く
進
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
学
者
は
、『
孔
子
家
語
』
の
あ
る
部
分
の
内
容
は
先
秦
古
典
籍
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
例
え
ば
廖
明
春
氏
は
、
上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』
を
例
に
挙
げ
、『
孔
子
家
語
』
論
礼
の
あ
る
部
分
は
戦
国
古
本
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
）
23
（
。
ま
た
、
李
学
勤
氏
は
、『
孔
子
家
語
』
好
生
に
引
用
さ
れ
て
い
る
孔
子
が
『
詩
経
』
甘
棠
を
解
説
す
る
箇
所
は
、
上
博
楚
簡
『
孔
子
詩
論
』
に
淵
源
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
を
『
説
苑
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
見
な
す
旧
説
は
適
切
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
李
氏
の
結
論
で
は
、『
孔
子
家
語
』
が
『
説
苑
』
や
そ
の
他
の
伝
世
文
献
に
見
ら
れ
な
い
孔
子
が
論
じ
た
詩
文
の
句
を
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
引
用
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
）
24
（
。
お
そ
ら
く
李
氏
は
、『
孔
子
家
語
』
の
中
に
先
秦
時
代
の
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
を
直
接
下
す
こ
と
を
憚
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
『
白
虎
通
』
は
後
漢
時
代
に
成
立
し
た
が
、
そ
こ
に
は
今
文
学
派
の
説
も
古
文
学
派
の
説
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
春
秋
公
羊
伝
』
何
休
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
五
諫
」
は
、
明
ら
か
に
『
白
虎
通
』
と
は
異
な
り
、『
孔
子
家
語
』
と
似
て
い
る
。
11
　
本
稿
で
検
討
し
た
「
戇
／
贛
諫
」
に
つ
い
て
、
仮
に
「
陷
諫
」
と
対
応
す
る
と
い
う
結
論
が
正
し
け
れ
ば
、
そ
の
底
本
が
戦
国
古
本
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
日
書
の
中
の
戦
国
古
文
字
の
「
竷
」
と
秦
漢
簡
の
隷
書
の
「
陷
」
と
の
間
に
は
対
応
関
係
が
あ
る
。
ま
た
、
王
粛
注
本
『
孔
子
家
語
』
の
孔
序
に
お
い
て
、『
孔
子
家
語
』
に
は
「
古
文
奇
字
」（
戦
国
時
代
の
東
方
六
国
の
特
殊
な
文
字
）
が
あ
る
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
え
れ
ば
、『
説
苑
』
と
『
孔
子
家
語
』
の
中
の
「
戇
諫
」
は
、
戦
国
時
代
の
写
本
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。『
白
虎
通
』
に
見
え
る
「
陷
諫
」
と
、『
説
苑
』
や
『
孔
子
家
語
』
の
「
戇
／
贛
諫
」
と
の
対
立
は
、
今
古
文
の
差
異
か
ら
生
じ
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
新
た
な
資
料
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
﹇
注
﹈
（
1
） 
復
旦
吉
大
古
文
字
専
業
研
究
生
聯
合
読
書
会「
上
博
八《
命
》校
読
」、
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網（http://w
w
w.gw
z.fudan.
edu.cn/
）、
二
〇
一
一
年
七
月
一
六
日
。
（
2
） 
范
常
喜「
上
博
八《
命
》三
号
簡
釈
字
一
則
」、
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
簡
帛
網（http://w
w
w.bsm
.org.cn/
）、
二
〇
一
三
年
六
月
二
三
日
。
ま
た
、
前
掲「
上
博
八《
命
》校
読
」参
照
。
（
3
） 
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡（
肆
）』（
中
西
書
局
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）、
一
三
〇
頁
、
お
よ
び
一
三
三
頁
注
釈
二
六
。
（
4
） 
白
於
藍「
銀
雀
山
漢
簡
校
釈
」、『
考
古
』二
〇
一
〇
年
第
一
二
期
、
八
一
〜
八
二
頁
、。
（
5
） 
白
於
藍『
戦
国
秦
漢
簡
帛
古
書
通
仮
字
彙
纂
』、
九
一
〇
頁
。
（
6
） 
劉
均
傑『
同
源
字
典
再
補
』、
一
九
一
頁
。
（
7
） 「
擒
」の
声
符
は「
今
」で
あ
る
。
こ
れ
は
甲
骨
文
字
の
字
形
と
も
合
致
し
て
い
る
。
な
お
、
馬
王
堆
帛
書『
十
六
経
』で
は
し
ば
し
ば「
黄
帝
が
蚩
12
戦国簡に見える「鈙」字およびその関連問題について
尤
と
戦
っ
て
蚩
尤
を
擒
と
す
る
」と
い
う
文
が
見
え
る
が
、
そ
の「
擒
」の
字
は『
十
六
経
』五
正
篇
で
は「
禽
」に
作
り
、
正
乱
篇
で
は「
」に
作
る
。「
」の
上
部
は「
今
」字
で
あ
る
。
こ
の
字
形
に
つ
い
て
は
、
陳
松
長『
馬
王
堆
簡
帛
文
字
編
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）、
一
六
九
頁
参
照
。
（
8
） 
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡（
一
）』、「
釈
文
注
釈
」六
三
頁
。
（
9
） 
王
力『
同
源
字
典
』、
六
〇
五
〜
六
〇
六
頁
。
王
国
珍『
釈
名
語
源
疏
証
』、
一
三
九
〜
一
四
〇
頁
。
（
10
） 
劉
均
傑『
同
源
字
典
再
補
』、
一
九
七
頁
。
（
11
） 『
管
子
』白
心
に「
爲
不
善
乎
、
將
陷
於
刑
」、
そ
の
注
に「
爲
不
善
、
又
恐
陷
於
刑
罰
也
」、『
韓
非
子
』八
説
に「
然
而
弱
子
有
僻
行
、
使
之
隨
師
。
有
惡
病
、
使
之
事
醫
。
不
隨
師
則
陷
於
刑
、
不
事
醫
則
疑
於
死
」、『
淮
南
子
』氾
論
訓
に「
今
人
所
以
犯
囹
圄
之
罪
、
而
陷
於
刑
戮
之
患
者
、
由
嗜
慾
無
厭
、
不
循
度
量
之
故
也
」な
ど
と
あ
る
の
を
参
照
。
（
12
） 
沈
家
本『
歴
代
刑
法
考
』第
一
冊
、
一
一
五
〜
一
一
六
頁
。
（
13
） 『
後
漢
書
』李
賢
注
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
五
諫
、
謂
諷
諫
・
順
諫
・
闚
諫
・
指
諫
・
陷
諫
也
。
諷
諫
者
、
知
患
禍
之
萌
而
諷
告
也
。
順
諫
者
、
出
辭
遜
順
、
不
逆
君
心
也
。
闚
諫
者
、
視
人
君
顏
色
而
諫
也
。
指
諫
者
、
質
指
其
事
而
諫
也
。
陷
諫
者
、
言
國
之
害
、
忘
生
爲
君
也
。」向
宗
魯
『
說
苑
校
証
』、
二
〇
六
頁
参
照
。
（
14
） 
陳
立『
白
虎
通
疏
証
』、
二
三
五
〜
二
三
六
頁
。
（
15
） 
陳
剣「
釈
西
周
金
文
的「
竷（
贛
）」字
」、
同
氏『
甲
骨
金
文
考
釈
論
集
』、
線
装
書
局
、
二
〇
〇
七
年
五
月
、
八
〜
一
九
頁
。
（
16
） 
馬
瑞
辰『
毛
詩
伝
箋
通
釈
』、
五
〇
九
頁
。
ま
た
王
先
謙『
詩
三
家
義
集
疏
』、
五
七
四
頁
参
照
。
（
17
） 
王
力『
同
源
字
典
』、
二
八
〇
〜
二
八
一
頁
。
（
18
） 
白
於
藍『
戦
国
秦
漢
簡
帛
古
書
通
仮
字
彙
纂
』、
九
二
一
頁
。
（
19
） 『
九
店
楚
簡
』、
六
四
頁
。
ま
た
、
楊
沢
生「
上
博
五
零
釈
十
二
則
」（
簡
帛
網
二
〇
〇
六
年
三
月
二
〇
日
）、
白
於
藍『
戦
国
秦
漢
簡
帛
古
書
通
仮
字
彙
纂
』（
九
二
〇
頁
）も
参
照
。
（
20
） 
楊
朝
明『
孔
子
家
語
通
解
』、
一
七
二
頁
。
ま
た
、
薛
拠『
孔
子
集
語
』巻
上「
六
芸
第
七
」、
孫
興
衍
編『
孔
子
集
語
』巻
七「
臣
術
六
」、
趙
善
詒『
說
苑
疏
証
』、
一
三
九
頁
、
左
松
超『
說
苑
集
証
』、
七
三
〇
〜
七
三
一
頁
、
孟
慶
祥
・
孟
繁
紅『
孔
子
集
語
訳
注
』（
上
）、
二
七
〇
頁
な
ど
参
照
。
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（
21
） 
李
天
虹「
厳
倉
一
号
墓
墓
主
・
墓
葬
年
代
考
」、『
歴
史
研
究
』二
〇
一
四
年
第
一
期
、
一
六
一
〜
一
六
九
頁
。
（
22
） 
胡
平
生「
阜
陽
双
古
堆
漢
簡
与《
孔
子
家
語
》」、『
国
学
研
究
』第
七
巻
、
五
一
五
〜
五
四
五
頁
。
（
23
） 
廖
明
春「
従
上
博
簡《
民
之
父
母
》「
五
至
」説
論《
孔
子
家
語
》論
礼
的
真
偽
」、『
湖
南
大
学
学
報（
社
会
科
学
版
）』二
〇
〇
五
年
第
五
期
。
（
24
） 
李
学
勤「《
家
語
》与
上
博
簡《
詩
論
》」、『
斉
魯
学
刊
』二
〇
一
五
年
第
一
期
、
四
四
〜
四
五
頁
。
﹇
参
考
文
献
﹈
白
於
藍「
銀
雀
山
漢
簡
校
釈
」、『
考
古
』二
〇
一
〇
年
第
一
二
期
。
白
於
藍『
戦
国
秦
漢
簡
帛
古
書
通
仮
字
彙
纂
』、
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
五
月
。
曹
方
向『
上
博
簡
所
見
楚
国
故
事
類
文
献
校
釈
与
研
究
』、
武
漢
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
五
月（
指
導
教
員
、
李
天
虹
教
授
）。
陳
剣「
釈
西
周
金
文
的「
竷（
贛
）」字
」、『
甲
骨
金
文
考
釈
論
集
』、
線
装
書
局
、
二
〇
〇
七
年
四
月
。
陳
立『
白
虎
通
疏
証
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
。
段
玉
裁『
説
文
解
字
注
』、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
一
月
。
范
常
喜「
上
博
八《
命
》三
号
簡
釈
字
一
則
」、
簡
帛
網
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
十
三
日
。
復
旦
吉
大
古
文
字
専
業
研
究
生
聯
合
読
書
会「
上
博
八《
命
》校
読
」、
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
、
二
〇
一
一
年
七
月
一
六
日
。
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
・
北
京
大
学
中
文
系『
九
店
楚
簡
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
。
胡
平
生「
阜
陽
双
古
堆
漢
簡
与《
孔
子
家
語
》」、『
国
学
研
究
』二
〇
〇
〇
年
第
七
巻
。
李
学
勤「《
家
語
》与
上
博
簡《
詩
論
》」、『
斉
魯
学
刊
』二
〇
一
五
年
第
一
期
。
李
天
虹「
厳
倉
一
号
墓
墓
主
、
墓
葬
年
代
考
」、『
歴
史
研
究
』二
〇
一
四
年
第
一
期
。
廖
明
春「
従
上
博
簡《
民
之
父
母
》「
五
至
」説
論《
孔
子
家
語
》論
礼
的
真
偽
」、『
湖
南
大
学
学
報（
社
会
科
学
版
）』二
〇
〇
五
年
第
五
期
。
劉
均
傑『
同
源
字
典
再
補
』、
語
文
出
版
社
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
。
馬
承
源
主
編『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書（
八
）』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
五
月
。
14
戦国簡に見える「鈙」字およびその関連問題について
馬
瑞
辰『
毛
詩
伝
箋
通
釈
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
九
月
。
孟
慶
祥
・
孟
繁
紅『
孔
子
集
語
訳
注（
上
）』、
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
一
月
。
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡（
肆
）』、
中
西
書
局
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
。
沈
家
本『
歴
代
刑
法
考
』第
一
冊
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
七
月
。
王
国
珍『
釈
名
語
源
疏
証
』、
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
八
月
。
王
力『
同
源
字
典
』、
商
務
印
書
館
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
。
向
宗
魯『
説
苑
校
疏
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
七
月
。
楊
朝
明『
孔
子
家
語
通
解
』、
万
巻
路
楼
図
書
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
〇
五
年
三
月
。
楊
沢
生「
上
博
五
零
釈
十
二
則
」、
簡
帛
網
、
二
〇
〇
六
年
三
月
二
〇
日
。
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡（
壹
）』、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
九
月
。
趙
善
詒『
説
苑
疏
証
』、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
五
年
二
月
。
左
松
超『
説
苑
集
証
』、
台
北
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
七
三
年
二
月
。
﹇
附
記
﹈
　
本
稿
の
執
筆
お
よ
び
日
本
語
翻
訳
の
過
程
中
、
湯
浅
邦
弘
教
授（
大
阪
大
学
大
学
院
）、
草
野
友
子
博
士（
京
都
産
業
大
学
特
約
講
師
）、
椛
島
雅
弘
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）よ
り
ご
教
示
・
ご
助
力
を
賜
っ
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
　
本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
・
特
別
研
究
員
奨
励
費（JSPS K
A
K
EN
H
I G
rant N
um
ber 26
・04302
）、
中
国
教
育
部
青
年
基
金
項
目（15YJC
77003
）、
中
国
国
家
社
科
重
大
項
目（10&
ZD
089
）お
よ
び
漢
語
海
外
伝
播
河
南
省
協
同
創
新
中
心
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
（
文
学
研
究
科
招
へ
い
研
究
員
・
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
・
安
陽
師
範
学
院
文
学
院
講
師
）
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摘要
戰國簡“鈙”字及相關問題試探
曹 方向
《說文解字》謂“鈙”從“金”聲，以傳世文獻無用例，後人疑之。今據
戰國秦漢簡所見，“鈙”從“金”聲蓋無可疑。以字形論，即“捦”、“擒”異體。
其例在清華簡《別卦》讀為“咸”卦之“咸”；在上博簡《命》讀為“陷”，其
文“陷於斧質”謂冒死進諫，即《白虎通》所見“陷諫”。典籍“陷諫”，即《說
苑》、《孔子家語》之“戇諫”。自何休注《公羊傳》、王肅注《孔子家語》以降，
學者每以“陷諫”、“戇諫”區別作注。其實據戰國秦漢簡，“陷”、“戇”例得
通假，內涵相同。以古文字學論，“戇”所從音符“贛”，古文本作“竷”，從“欠”
聲。《說文解字》以為古文“坎”，彼此適為互證。用字既合於古文，或於考論
《孔子家語》成書不無裨益。
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